
１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針

今の農地の形状、道路状況では集約できても地区内の経営体では担っていけない。全体的に圃場整備を行い集
約することで、地域の認定農業者が担っていく。また、将来的には入作を受け入れたり、新規就農者を受け入れ
て農地を維持していく。

将来的に、作業効率を考えると基盤整備に取り組み、農地の集約化が必要である。今後、地区内の意向を確認
し検討する。

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 15.9 ｈａ

（備考）

アンケート結果によると、有家町の縮小・離農したい耕作面積が２９．７８ｈａに対し、拡大したい中心経営体の意
向面積が１７．５ｈａと少なく、新たな農地の受け手の確保が必要である。
新切地区の谷間地の水田は、放棄地となっている。また、全体的に耕作道が狭く、集約しても借り手がいない。
地区内での中心経営体では、担っていけない。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

③地区内における７５才以上の農業者の耕作面積の合計 39.2 ｈａ

ⅰ　うち後継者未定または不明の農業者の耕作面積の合計 35.3 ｈａ

①地区内の耕地面積 266.7 ｈａ

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 165.6 ｈａ
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